
１．国のICT環境整備⽅針について

GIGAスクール構想 ・・・学校ＩＣＴ環境を整備し、全ての⼦供１⼈１⼈に最もふさわしい教育を令和5年度
   までに整備する

令和元年度2019 令和2年度2020 令和3年度2021 令和４年度2022 令和５年度2023
情報通信ネットワーク環境 令和2年度までに

端末整備 ⼩学校 ⼩5・⼩６ ⼩3・⼩4 ⼩1・⼩2
端末整備 中学校 中1 中2・中3

前倒GIGAスクール構想
令和元年度2019 令和2年度2020

情報通信ネットワーク環境 令和2年度までに
端末整備 ⼩学校 ⼩１〜⼩６
端末整備 中学校 中１〜中３

２．⽩⾺村⽴学校のICT教育現状と課題

情報通信ネットワーク環境 カテゴリー5e カテゴリー6 カテゴリー6A
最⼤通信速度 1Gbps 1Gbps 10Gbps
⽩⾺中学校 ● 8,250千円
南⼩学校
北⼩学校

●
 8,700千円
11,550千円

端末整備 整備済台数 機器更新時期
南⼩学校 22 R4
北⼩学校 34 R4

⽩⾺中学校 235
R2
R4
R5

３．学校臨時休業期間中の学びについて(R2.4.13~5.22）
 ⼩学校：プリントによる学習、eライブラリによるドリル学習、ケーブルテレビでの県教委作成授業の放映
 中学校：オンライン学習の実施、eライブラリによるドリル学習、ケーブルテレビでの県教委作成授業の放映

使⽤額
南⼩学校 264,000
北⼩学校 264,000
⽩⾺中学校 792,000
合計 1,320,000
４．⼩学校に整備した場合の試算

H29.8.1〜R 4.7.31

協議事項２．⽩⾺村⽴学校のICT教育環境の整備について 

機器リース期間

 INTER SAFE・家庭使⽤設定変更（＠3,000×240台）

H29.8.1〜R 4.7.31
 H27.8.1〜R2.7.31 購⼊50ﾘｰｽ35
 H29.8.1〜R4.7.31 リース75
 H30.9.1〜R5.8.31 リース75

課題：⼩学校のICT環境をどこまで整備するか

⽀出内容
 eライブラリ使⽤料（ドリル学習）
 eライブラリ使⽤料（ドリル学習） 



児童 教師＋予備 計
103 12 115

南⼩補助⼈数 2/3 69 0 69
端末単価（A1) 93,500 115 10,752,500
補助額（B1) 45,000 69 3,105,000

南⼩ 村負担額（C1) 7,647,500

児童 教師＋予備 計
313 24 337

北⼩補助⼈数 2/3 209 0 209
端末単価（A2) 93,500 337 31,509,500
補助額（B2) 45,000 209 9,405,000

北⼩ 村負担額（C2) 22,104,500

端末整備事業費 （A1+A2) 42,262,000
端末整備補助額 （B1+B2) 12,510,000

村負担 （C1+C2) 29,752,000

LAN整備事業費 20,250,000
LAN整備補助額 10,000,000

村負担 10,250,000

事業費 62,512,000
補助額 22,510,000
村負担 40,002,000

南⼩学校

北⼩学校




